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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

サイトメガロウイルス（CMV）は潰瘍性大腸炎患者（UC）に対して有害な影響を及ぼす。具体的には、易

再燃性や治療への抵抗性を増やすと言われている。CMV 血中抗原が陽性の潰瘍性大腸炎患者に対して抗ウイ

ルス薬は短期的には有効だが、その長期的な予後についてはまだ十分に知られていない。今回、我々は当院で

その再燃に対して治療した UC 患者について後ろ向きに検討を行い、CMV 血中抗原が陽性だった UC 患者で

は寛解に至るまでの期間が長いことが明らかにした。一方で、CMV 血中抗原が陽性となった UC 患者であっ

ても、適切な抗ウイルス薬を投与することで手術率、再燃率といったその後の長期的な予後には影響を及ぼさ

なかった。手術率についての詳細検討では、手術率を回避する有意な因子としてガンシクロビルの使用が挙げ

られた。
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